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　あのころは葉タバコ栽培が盛んで、夏休み期間中は
朝から晩までタバコはさみを手伝い、よく働いたもの
でした。そんな真夏の暑い昼下がりの楽しみといえば、
砂
じ ゃ り み ち

利道を自転車で大きな鐘を鳴らしながら、近所にアイ
スキャンデー売りのおじさんが来ることでした。これが
最高にうまかった覚えがあります。
　また小野町商店街での花火大会のときは、近所のみん
なで臨時バスに乗り、花火を見に行き楽しみました。花
火を見に行けない年は、親父に連れられて近くの山に登
り、はるか遠くに見える花火を眺めました。今思い出す
と、近くで見る花火は迫力があり、夜店とたくさんの人
出に大変興奮していましたが、遠く暗い山の上で見る花
火は、花火の光がパッと見えてからだいぶ遅れてドーン
と音が聞こえ、特別席のようで格別に良い花火だと感じ
ていたと思います。
　遊びでは、近所の子どもたち５・６人でセミやカブト
ムシをとり、トンボ（オニヤンマ）、方言ではドロンを追
いかけ、夢中になって田んぼに落ちたこともありました。
　夏休みの宿題はいつやっていたのかな？記憶にござい
ません。
　楽しかった少年時代、夏休みの一コマでした。

　私の生まれた故郷は、風越峠のふもとに広がる吉
野辺の農山村で、当時は十数軒ある集落でした。
　今から60年も昔の話ですが、いくつか故郷の夏
の思い出を紹介します。

令和２年度狩猟免許試験のお知らせ
　高齢化に伴い、有害鳥獣の駆除を行う狩猟者が不足しています。
　県では、新たな狩猟者確保のため、次のとおり狩猟免許試験を実施しています。
　受験を希望する方は、県中地方振興局へ申請を行ってください。
※野生鳥獣を勝手に捕まえることは、違法です。
　捕獲するためには、狩猟免許を取得し、狩猟者登録または捕獲許可を受けなければ
　できません。（猟銃を使う場合は、別に銃の所持許可が必要です。）
※新型コロナウイルス感染症の影響により試験日程などを変更する場合がありますの
　で、常に最新の情報を県ウェブサイトで確認してください。

【試験日時、会場および受付期間】
区 分 試験日時 会 場 受付期間 備 考

第４回
10月４日㊐

午前９時20分から
午後５時まで

郡山市労働福祉会館
（郡山市虎丸町７－７） ９月４日㊎まで

全種
（網猟、わな猟、第一
種銃猟、第二種銃猟）

追加開催
11月７日㊏

午前９時50分から
午後５時まで

北会津農村環境改善センター
(会津若松市北会津町中荒井字宮西16)

 ９月７日㊊から
10月９日㊎まで わな猟のみ

第５回
令和３年

１月30日㊏
午前９時20分から

午後５時まで

郡山市労働福祉会館
（郡山市虎丸町７－７）

11月16日㊊から
12月18日㊎まで

全種
（網猟、わな猟、第一
種銃猟、第二種銃猟）

※第１回の試験は新型コロナウイルス感染症の影響により中止しました。
※第２回、第３回の試験は受け付けを終了しました。
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